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渡
辺
ゆ
り
子
県
議
は
、
７

月
４
日
、
県
議
会
・
東
日
本

大
震
災
対
策
特
別
委
員
会
で

「
国
に
『
原
発
か
ら
速
や
か

な
撤
退
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
本
格
的
導
入
』
を
求
め
て

い
く
考
え
は
な
い
の
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
。

６
月
20
日
の
記
者
会
見
で
、

知
事
は
「
将
来
脱
原
発
の
方

向
に
行
く
べ
き
」
と
発
言
し

て
い
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
人
類
が
決

断
す
れ
ば
、
違
う
方
向
に
も
っ

て
い
け
る
分
野
。
国
に
し
っ

か
り
と
申
し
上
げ
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

吉
村
知
事
ら
が
提
言

ー
全
国
知
事
会
で

７
月
12
日
、
吉
村
知
事
は

全
国
知
事
会
に
滋
賀
県
知
事

と
連
名
で
「
卒
原
発
」
の
提

言
を
行
い
ま
し
た
。
新
し
い

波
が
起
き
て
い
ま
す
。
「
原

発
か
ら
の
撤
退
」
の
一
致
点

で
、
圧
倒
的
な
国
民
的
世
論

と
運
動
を
、
高
め
る
こ
と
が
大

切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

山
形
県
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
22
日
か
ら
７
月
８
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
の
渡
辺
ゆ
り
子
県
議

は
、
震
災
対
応
を
計
上
し
た
補
正
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
29
日
（
知
事
申
し
入
れ
）
、
７
月
４
日

（
特
別
委
質
問
）
、
吉
村
美
栄
子
知
事
に
「
国
に
原
発
か

ら
の
速
や
か
な
撤
退
を
求
め
る
こ
と
」
「
県
内
の
避
難
者

か
ら
直
接
を
要
望
を
聞
き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
」
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

山
形
県
は
、
６
０
０
０

人
を
超
え
る
避
難
者
が
い

ま
す
。
ア
パ
ー
ト
・
公
営

住
宅
な
ど
に
分
散
し
た
避

難
者
か
ら
、
お
米
、
お
む

つ
、
夏
物
衣
類
等
の
問
い

合
わ
せ･

相
談
が
あ
る
と
渡

辺
県
議
の
聞
き
取
り
調
査

で
分
か
り
ま
し
た
。
今
後

の
行
政
支
援
の
あ
り
方
が
、

新
た
な
課
題
で
す
。

７
月
４
日
、
同
委
員
会

で
渡
辺
県
議
は
「
避
難
者

の
生
の
声
を
聞
い
て
、

引
き
続
く
支
援
を
」
と

知
事
に
求
め
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
「
一
次

避
難
所
の
時
、
県
内
避

難
所
を
何
箇
所
か
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

二
次
避
難
で
、
生
の
お

声
を
お
聞
き
し
て
、
し
っ

か
り
と
施
策
に
反
映
し

て
い
け
れ
ば
」
と
前
向

き
に
答
え
ま
し
た
。

県
議
会
が
終
了
し
た
４

日
後
の
７
月
12
日
、
吉
村

知
事
は
、
早
速
、
山
形
市

の
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
、
避
難
者
ら
か

ら
直
接
要
望
を
聞
き
取

り
ま
し
た
。
刻
々
と
変

化
す
る
要
望
に
機
敏
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

日本共産党･山形県議会議員

７月４日、東日本大震災対策特別委員会で、質問する渡辺ゆり子県議

知
事
が
避
難
者
支
援
セ
ン
タ
ー
訪
問

６月２９日、共産党県委員会と渡辺ゆり子県議は「東日本大震災に係る
要望書」を吉村美栄子知事に提出し、懇談しました（左：本間党県委員
長、中央：吉村知事、右：渡辺県議）
内容は「原発からの速やかな撤退、自然エネルギーの導入」「避難者

の要望を直接聞き、支援策を表明すること」「避難者で孤独死を出さな
いよう保健師などが訪問すること」など11項目です
懇談では、原発から自然エネルギーの転換について「知事の連帯した

表明を」などの意見が出されました

７月11日、原発ゼロを求める「昼休みアピールウォーク」（山形市）

山形県の「クリーンエネルギー期待可採量」と「エネルギー消費量」

県「緑の分権改革」推進委託業務調査報告書2011年2月より

←県のクリーンエネルギー
期待可採量 4種類で73％
↓県のエネルギー消費量に
対しクリーンエネルギー資
源の期待可採量は約100.2
％。自給が可能な状況



７
月
１
日
の
少
子･

高
齢
化
対

策
特
別
委
員
会
で
渡
辺
ゆ
り
子

県
議
は
「
国
民
健
康
保
険
の
広

域
化
」
と
、
「
被
災
者
受
け
入

れ
介
護
施
設
の
課
題
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

「
国
保
の
負
担
が
大
き
い
」

と
県
民
か
ら
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
い
国
保
税
の
最
大

の
原
因
は
、
国
の
予
算
削
減
に

あ
り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

県
は
国
保
の
広
域
化
の
方
針

を
、
今
年
９
月
ま
で
に
策
定
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
県
議
は
委
員
会
で
「
国

保
を
広
域
化
す
る
こ
と
で
解
決

す
る
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

安
中
健･

健
康
福
祉
企
画
課
長

は
「
国
保
加
入
者
は
高
齢
者
や

無
職
の
方
が
多

く
な
り
、
税
負

担
が
重
く
な
っ

て
い
る
。
収
納

率
・
保
険
料
な

ど
を
、
広
域
化

に
向
け
市
町
村

と
協
議
し
て
い

る
」
と
の
答
え

５
月
18
日
、
改
選
後
初
の

臨
時
議
会
が
開
か
れ
し
ま
し

た
。
本
会
議
で
議
長
の
選
挙

が
行
わ
れ
、
平
弘
造
氏(

長

井
市
区)

を
選
出
し
ま
し
た
。

渡
辺
県
議
は
同
日
、
平
議

長
に
、
６
項
目
の
「
議
会
改

革
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を

行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
▼

４
年
間
に
１
０
０
万
円
を
限

度
と
し
た
海
外
視
察
の
廃
止

▼
議
員
の
旅
費(

費
用
弁
償

を
含
む)

の
見
直
し
▼
議
長

が
議
員
を
指
名
す
る
呼
称
を

「
君
」
か
ら
「
議
員
」
に
改

め
る
こ
と
な
ど
で
す
。

平
議
長
は
「
検
討
を
要
す

る
課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
経
過
や
結

果
に
つ
い
て
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

申
し
入
れ
の
甲
斐
も
あ
り
、

議
員
の
呼
称
は
、
７
月
４
日

の
本
会
議
か
ら
「
君
」
か
ら

「
議
員
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

５月21日、宮城県石巻市 津波による一面のガレキを目の

当たりにして渡辺県議「多くの命が失われ、日常の営みが

断絶してしまう被災規模の大きさを胸に刻みつけました」

５月21日、宮城県石巻市 被災者自宅にて、被災者から

話を聞く 被災者「早く自宅に帰って普通の生活に戻り

たい」

６月14日、県衛生研究所屋上(山形市) 空間放射線測定

器の説明を受ける 雨水を受けて測定するための容器な

ども設置されていました。人も機械もフル稼働です

６月７日、県庁にて 県労連「大震災県要望」 事務局長

「避難者が二次避難先で交流できにくくなっています。孤

独死や自殺など最悪の事態を何としても避けてください」

６月２日、山形県議会にて 高橋寿米沢市議「米沢市民

から、小中学校・幼稚園・保育園のグランドなど放射能

で汚染されていないか心配の声がある。県でも対応を」

平議長就任当日に「議会改革申し入れ」を行う渡辺県議

６
月
27
日
、
県
議
会
６
月
定

例
会
に
、
国
の
税
法
改
正
に
伴

う
県
税
条
例
の
一
部
改
正
議
案

が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

一
番
の
問
題
は
、
株
取
引
の

課
税
率
が
20
％
か
ら
10
％
に
引

き
下
げ
の
延
長
で
、
一
部
の
高

額
所
得
者
が
減
税
の
恩
恵
を
受

け
ま
す
。

28
日
、
渡
辺
県
議
は
「
大
震

災
で
と
る
べ
き
道
は
、
大
資
産

家
減
税
で
は
な
く
、
国
民
の
暮

ら
し
と
雇
用
を
最
優
先
さ
せ
る

こ
と
だ
」
と
反
対
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。
採
決
で
反
対
し
た
の

は
、
共
産
党
だ
け
で
し
た
。

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

広
域
化
で
解
決
し
な
い

渡
辺
県
議
は
「
国
保
税
は
高

す
ぎ
て
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
と
い
う
声
が
あ
る
。
国
が
責

任
を
も
っ
て
財
源
を
保
障
す
べ

県
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
で
は
、
被
災
者
を
受
け

入
れ
て
献
身
的
な
対
応
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
個
室
が
相
部
屋

と
な
っ
た
り
、
職
員
の
労
働
が

重
く
な
る
実
態
が
出
て
い
ま
す
。

渡
辺
県
議
は
、
同
委
員
会
で

県
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

梅
津
宏
明･

長
寿
社
会
課
長
は

「
基
金
活
用
し
た
介
護
補
助
員

を
募
集
し
て
お
り
、
早
く
対
応

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
介
護
職
員
の
賃
金
引

き
上
げ
の
た
め
の
介
護
職
員
処

遇
改
善
交
付
金
の
動
向
に
つ
い

て
質
問
。
梅
津
課
長
は
「
今
年

度
ま
で
の
交
付
金
と
な
っ
て
お

り
、
国
は
介
護
報
酬
に
上
乗
せ

も
検
討
し
て
い
る
。
県
と
し
て
、

介
護
保
険
料
に
は
ね
返
ら
な
い

よ
う
に
と
の
要
請
を
し
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
介
護
職
員
の

賃
金
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

（
右:

赤
旗
２
０
１
０
年
３
月
６
日
付
よ
り
）

討論する渡辺ゆり子県議

（6月28日、本会議）


